
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

[03]作土の土壌構成と作物の生産性に関する研究

https://doi.org/10.15017/13245

出版情報：九州大学農学部農場研究資料. 3, pp.1-82, 1975-02. 九州大学農学部附属農場
バージョン：
権利関係：



ノ作土のま壌精成断乍物の生産幽こ肉する研：究’

は：じ　めに．

　従未水田裏作4）場合め畦立法は7土質に・よリ．　また地填的‘ミよソ養

々；なさ歌るが．畦立・砕土したピき柞．」ごのよ壌精成によって地温：や土

壌水分などに双ぼす季節的本褒兆ピの蔚係が，稲．麦の成育、収量

に夙ぼす影響に・フし・（，検討萱行なうため、’＝の研究を行なったのである。

　この研究ぱ　認和37年度文部省科学試竣研究とし（．　同一水田

で実験魚研究芝メカ年淘継室して癒し・。労／．2執を昭和3タ年ざ

膚ど意義タ〃年2月にr合理魯翁うん法に撫すう研砦報告」と題し

て日本接援具工業振喫会から発表レたがド党3報ど皆4教〃・禾発表

であったので．ここ＼に取ジまとめて敏告ず多わゆ之ある．

　しかしてτ合理的耕うん法に夷する研究ユは余グに払研究テ層マ

が大きく，帆影方向の意蓑つげが難いように考えら・れ、実験に取

ワ姐んだの，が水田左整地：す’る，にあたり、・起された作土φ：血塊か，整

地夢心によ／つてかなグ異たって・くる。これ急走さ蝦た土壌の．土塊旛

威溶重ラ乙とによつ乏作物の生産性K並判すること，が彦えらホる．

　した状って，この実襲ぽ律土の耕起土塊構成と作伽生産挫℃の

肉係的研雍か主体乞なすの『ぐ　合運的飼うメ）法に蘭する，研究課顯よ

リr乍土のよ壌構滅が作物の生産蜘二艮ぼす研突二・．にかえた方グ理

解しやすいので、ここぐあえて献詠課題を画面z釈告レた次膏であ

る。
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